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「ド
イ
ツ
人
の
反
応
は
実

に
素
早
い
も
の
で
し
た
。

メ

ル
ケ
ル
首
相
は
す
ぐ
に
全
原

発
の
点
検
を
指
示
し
、
旧
式

を
停
止
。
国
民
の
デ
モ
は
す

ぐ
起
き
、
３
月
中
に
各
地
で

デ
モ
が
行
わ
れ
、
数
十
万
人

が
参
加
し
ま
し
た
」
。
大
震

災
直
後
に
も
ド
イ
ツ
を
訪
間

し
た
木
村
さ
ん
は
、
こ
う
切

り
出
す
。

ド
イ
ツ
で
は
、
脱
原
発
自

体
は
す
で
に
決
定
事
項
“
議

論
の
焦
点
は
、
い
つ
ま
で
に

廃
止
す
る
か
、
で
あ

っ
た
。

「１０
年
秋
に
も
１０
万
人
規

模
の
デ
モ
が
あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ン
は
０２
年
に
脱
原
発
を

決
定
。

０９
年
に
政
権
の
連
立

相
手
が
代
わ
り
、

メ
ル
ケ
ル

首
相
が
脱
原
発
の
時
期
を
延

ば
す
決
定
を
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
対
し
激
し
い
反
発
が
あ

り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
と
も
反
対
声
明
を

出
し
ま
し
た
」

産
業
界
も
脱
原
発
認
め
る

隣
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
多

数
の
原
発
が
稼
働
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、

ド
イ
ツ
が
こ
れ
ほ
ど
原
発
に

神
経
を
と
が
ら
せ
て
き
た
の

に
は
理
由
が
あ
る
。

「ド
イ
ツ
で
は
チ

ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
事
故

（８６
年
）
の

影
響
が
は

っ
き
り
出
て
い
て

よ
そ
事
で
は
な
か

っ
た
。
現

在
で
も
南
部
の
バ
イ
エ
ル
ン

用
で
は
、
森
で
捕

っ
た
イ
ノ

シ
シ
は
全
頭
検
査
、
キ
ノ
コ

は
場
所
に
よ

っ
て
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
と
は
実
感
の
違
い
が
あ

り
、
ド
イ
ツ
は
持
続
的
に
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
」

７０
年
代
か
ら
環
境
政
党
の

「緑
の
党
」
が
台
頭
し
、次
第

に
原
発
自
体
の
危
険
性
が
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

経
済
界
は
原
発
利
用
を
で

き
る
だ
け
延
長
し
た
い
意
向

は
あ
る
が
、
脱
原
発
自
体
は

認
め
て
い
る
。
「チ

ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
以
降
、
今

の
日
本
で
起
き
て
い
る
よ
う

な
議
論
を
ド
イ
ツ
は
継
続
的

に
行
い
、
脱
原
発
と
い
う
方

針
に
至

っ
て
い
ま
す
」

日
本
で
も
、
原
発
な
し
で

は
電
力
不
足
に
な
る
と
い
う

議
論
が
あ
る
。
周
辺
国
か
ら

電
力
を
買
え
る
ド
イ
ツ
と
日

本
は
異
な
る
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
だ
が
ド
イ
ツ
が
電
力

売
買
す
る
の
は
Ｅ
Ｕ

（欧
州

連
合
）
内
の
価
格
調
整
の
た

め
で
あ
る
。
自
国
で
電
力
を

賄
う
め
ど
を
立
て
て
廃
止
時

期
を
決
め
た
と
木
村
さ
ん
は

説
明
す
る
。
「原
発
利
用
国

の
中
で
ド
イ
ツ
が
脱
原
発
の

先
陣
を
切
る
。
そ
の
自
覚
を

持

っ
て
や
っ
て
い
ま
す
」

倫
理
委
へ
教
会
か
ら
も

物
理
学
者
の
メ
ル
ケ
ル
首

相
は
福
島
の
事
故
後
、
科
学

技
術
へ
の
過
信
を
反
省
。
早

急
に
脱
原
発
を
決
断
し
た
か

っ
た
。
事
故
後
間
も
な
く
、

諮
問
機
関

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
全
供
給
に
関
す
る
倫
理
委

員
会
」
を
設
置
。

１７
人
の
委

員
に
は
原
子
力
研
究
者
も
環

境
保
護
団
体
の
代
表
者
も
入

っ
て
い
な
い

一
方
で
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
１
人
、
カ

ト
リ

ッ
ク
か
ら
ミ

ュ
ン

ヘ

ン

・
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
教
区
の

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

ｏ
マ
ル
ク
ス

枢
機
卿
、
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

委
員
会

（信
徒
全
国
組
織
）

の
ア
ロ
イ
ス

・
グ
リ

ュ
ッ
ク

会
長

（元

・
バ
イ
エ
ル
ン
州

議
会
議
長
）
が
入
っ
て
い
た
。

「経
済
、
社
会
、
倫
理
な

ど
幅
広
い
観
点
か
ら
議
論
す

る
意
図
が
あ
り
ま
し
た
。
社

会
全
体
で
包
括
的
に
考
え
る

よ
う
に
。
議
論
は
す
べ
て
ネ

ッ
ト
や
テ
レ
ビ
で
公
開
さ

れ
、
こ
の
議
論
を
通
じ
て
、

政
府
の
政
策
に
対
し
社
会
的

コ
ン
セ
ン
サ
ス

（合
意
）
を

得
る
こ
と
も
目
的
で
し
た
。

５
月
に
は
報
生
呈
日が
出
さ
れ

ま
し
た
」

教
会
か
ら
３
人
が
入

っ
た

役
割
は
二
つ
あ
る
と
木
村
さ

ん
は
話
す
。
「目
先
の
政
治
経

済
的
利
害
や
、
技
術
論
で
は

な
い
視
点
を
入
れ
る
た
め
。

ま
た
社
会
の
幅
広
い
層
の
支

持
を
得
る
た
め
。
教
会
は
特

定
党
派
を
超
え
て
い
ま
す
か

ら
。
司
教
団
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
議
論
に
加
わ
り
た
い

と
表
明
し
て
い
ま
し
た
」

二
つ
の
公
正

ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸

教
会
は

「核
＝
原
子
力
」
問

題
に
つ
い
て
７０
年
代
か
ら
発

言
を
続
け
て
き
た
。
冷
戦
の

最
前
線
だ

っ
た
ド
イ
ツ
に
は

米
国
の
核
兵
器
が
多
数
配
備

さ
れ
、
反
核
と

′
反
原
発
が

一

致
す
る
素
地
が
あ
ぅ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
は
昨

年
５
月
に
原
発
評
価
の
倫
理

基
準
を
示
す
文
書
を
発
表
し

た
。
「２
年
前
か
ら
検
討
し
て

い
ま
し
た
。
最
終
処
分
の
間

題
が
解
決
し
て
な
い
こ
と
、

災
害
や
テ
ロ
で
事
故
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、〈
フ
日
、原
子
力
利
用
を
倫

理
的
に
正
当
化
で
き
な
い
と

結
論
づ
け
ま
し
た
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
早

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
必

要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
」

被
造
物
を
守
る
責
任
が
、

神
の
前
に
い
る
人
間
に
あ

る
、
と
い
う
、
神
の
創
造
の

信
仰
に
基
づ
い
て
教
会
は
こ

の
問
題
に
か
か
わ
る
。
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
持
続
可

能
性
と
と
も
に
、
地
域
や
貧

富
の
差
と
い

っ
た

″地
球
規

模
の
公
正
″
、
核
廃
棄
物
間

題
の
よ
う
な

″世
代
間
の
公

正
〃
、
″被
造
物
全
体
の
公

正
″
と
か
か
わ
る
問
題
だ
と

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
」

持
続
不
可
能
な
生
活
様
式

の
転
換
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
〓

般
の
信
者
の
意
識

に
は
差
が
あ
り
ま
す
が
、
教

会
の
建
物
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
り
、
百
パ
ー
セ

ン
ト
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（太
陽
光
、
水
力
、
風
力
）

で
賄
わ
れ
る
修
道
院
も
。
Ｅ

Ｕ
の
基
準
に
沿

っ
た
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
最
大
の

事
業
者
は
教
会
で
す
」

０６
年
の
司
教
団
文
書
は
教

会
の
任
務
と
し
て
、
①
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
教
会
の
司
牧

活
動
の
真
正
な

一
部
で
あ
る

と
考
え
る
②
社
会
に
対
し
こ

の
問
題
を
働
き
掛
け
る
③
節

制
、
効
率
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
を
教
会
で
実
践
す
る
、

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
枢
機
卿
は
日
本

の
教
会
の
た
め
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
た
。
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
の
」
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昨
年
３
月
Ｈ
日
の
東
日
本
大
震
災
後
、
福
島
第

一
原
発
事
故
で
世
界
は

騒
然
と
な
っ
た
。
中
で
も
ド
イ
ン
は
日
本
よ
り
も
敏
感
に
反
応
し
、
即
座

に
全
原
発
の
点
検
な
ど
を
実
施
¨
７
月
に
は
、

２２
年
ま
で
の
原
発
全
廃
を

決
定
し
、
こ
の
過
程
に
は
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
界
も
大
き
く
か
か
わ
つ

た
。
近
著

『原
発
と
キ
リ
ス
ト
教
』
（新
教
出
版
社
編
集
部
編
）
で
も

‐ドイ

ツ
の
教
会
の
対
応
を
紹
介
し
た
、
上
智
大
学
外
国
語
学
部
の
木
村
護
郎
ク

リ
ス
ト
フ
准
教
授
に
、
同
国
の
状
況
や
背
景
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

東日本大震災後、22年までの全廃決定

教会も大きく関与

木村護 郎 ク リス トフ准教授

マルクス枢機卿


